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 暦の上では秋とはいえ、なお厳しい暑さが続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

楽しかった夏休みもあと数日で明け、いよいよ 2 学期が始まります。生活リズムを早めに整え、実り多き秋に 

できるようご家庭でもお声がけいただけると幸いです。 

 いつも塾内では、学習の話だけではなく普段の生活や部活の話などを通して、気持ちの切り替えや小休憩を 

行っています。そのときに、ふと世代のギャップを感じることがあります。そこで今回は時代の変化によって 

大きく変わった子どもたちの価値観や学習環境についてお話ししたいと思います。 

 

 

 私たちが日常的に耳にする「〇〇世代」という言葉は、生まれ育った時代の社会情勢やテクノロジーの進化に 

よって、その特徴は大きく変わります。まずは、現在の社会を構成する「X 世代」から最新の「α(アルファ)世代」 

までの特徴を一覧で見てみましょう。 

 ※デジタルネイティブ：学生時代からインターネットやパソコンのある環境で育ってきた世代 

 

 こうして一覧にしてみると、私たち親世代(X～Y 世代)と現在の 20 代から小・中学生の世代(Z～α世代)では生 

きてきた状況や考え方が全く異なると言っても過言ではありません。友達と連絡を取るのに自宅に電話をかけ、 

「〇〇くんはいますか？」など確認をする必要が今はありません。生まれた時からタブレットやスマートフォン 

が身近にあり、AI やプログラミングに日常的に触れている“スマートな世代”です。しかし、デジタルが当たり前 

だからこそ、これからの変化の激しい社会を生き抜くために、あえて意識して育むべき重要なポイントがありま 

す。 

 

 

 画面を通じて瞬時に情報が得られる時代だからこそ、実際に目で見て、手を動かし、人と言葉を交わすという 

「リアルな体験」の価値が相対的に高まってきています。ネットの情報を鵜吞みにせず、実際のコミュニケーシ 

ョンを通じて相手の感情を推し量る「社会性」や「共感力」はデジタルでは体験しづらい分野です。自分の考え 

を積極的に発信し、相手の意見を聞き、考える力を磨くことが重要となってきます。 

  

 

また、「α世代」はショート動画などから視覚的、直感的に情報を得ることが得意な反面、⾧い文章を論理的に読み

解くことが苦手な傾向も見られます。近年、中学・高校・大学入試ともに問題文の⾧文化が進んでおり、すべての教科

の土台となる読解力が重要になってきています。ただ情報を頭に入れるのではなく、「どうしてそうなるのか？」を自

分の頭で考え、自分の言葉で伝えることを意識してほしいです。現代では何か気になることがあると、AI に質問すれ

ば何でも答えてくれます。それは「自分で考える」「自分の言葉にする」「誰かに相談する」などの本来大切にしたい行

動から逸脱してしまうことにつながりかねません。便利な時代だからこそ、AI との向き合い方は気にしてあげてくだ

さい。 

 

 世代による特徴の違いは、優劣ではなく「多様性」そのものです。親世代(X～Y 世代)の当たり前が、子ども世代(Z

～α世代)の当たり前と異なることも少なくありません。それは私たち講師も同じです。大切なのは、お互いの価値観

を理解しつつ、デジタルツールの便利さと、アナログツールも含めたリアルな学びの深さをバランスよく融合させて

いくことです。 

 この秋、ご家庭でも「お父さん・お母さんの子どもの頃の流行り」と「今の子どもの流行り」をテーマに、世代間コ

ミュニケーションを楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世代名 生まれ年の目安 学生時代 主な価値観や特徴 

X 世代 1965 年～1980 年 

アナログからファミコン等デジタルの

過渡期。バブル景気や就職氷河期を経

験。 

勤勉で組織への忠誠心が高い。対面

でのコミュニケーションやリアル

なつながりを重視。 

Y 世代 1981 年～1996 年 
インターネットの普及により、パソコン

が家庭に入り始めた時代。 

物質的な豊かさよりも「体験」や「心

の充足」を重視し、ワークライフバ

ランスを意識。 

Z 世代 1997 年～2010 年 
スマホや SNS の黎明期。物心ついた時

からネット環境がある時代。 

「※デジタルネイティブ」。個人の

多様性を尊重し、タイムパフォーマ

ンスを意識。 

α世代 2011 年～2020 年代 
スマホ・タブレット・AI の日常化。コロ

ナ禍によるオンライン化の加速。 

最初の「完全なデジタルネイティ

ブ」。動画での情報収集が主に。学校

でのプログラミング教育必修。 

7 月号の答え：「孫(まご)」だから。 

逆立ち＝逆に読むと「ごま」になります。 

2026 年８月号 

第 2 回英検(実用英語検定)を実施します。 

実施日：９/２６(土)  

会 場：個別指導フォレスト(フジグラン丸亀校) 

お申込みの期限は８/２９(土)となっております。各校舎にて受付中ですので、奮ってご参加ください。 


